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信頼される議会  を目指しますを目指します

　

５
月
９
日
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
、
議
員
各
位
か
ら
の
ご
推

挙
を
い
た
だ
き
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
同
時
に
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
ま
、
地
方
分
権
時
代
を
迎

え
、
地
方
自
治
体
の
権
限
や
役

割
が
進
展
す
る
中
で
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
執
行
機
関
の
監
視
や
評
価

機
能
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
持

て
る
機
能
を
十
分
に
駆
使
し
、

政
策
提
言
や
政
策
立
案
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
そ
の
論
点
を
住 松井榮治 副議長

民
の
皆
様
に
積
極
的
に
発
信
す

る
責
務
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、

住
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
を
第

一
と
し
、
更
な
る
安
全
安
心
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身

で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
塚
議
長

の
補
佐
役
と
し
て
、
公
正
・
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
住
民
の
皆
様
の
意
思
を

尊
重
し
、
広
く
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

正副議長 就任のご挨拶正副議長 就任のご挨拶

において、新しい議会構成が決まりました。

中塚　寛 議長

　

お
お
い
町
民
の
皆
様
に
は
、

平
素
よ
り
お
お
い
町
議
会
に
対

し
、
深
い
ご
理
解
と
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
議
会
構
成

替
え
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
引
き
続

き
、
お
お
い
町
議
会
議
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
粉
骨
砕

身
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

御
高
承
の
通
り
、
第
二
次
安

倍
内
閣
発
足
以
来
、
日
本
経
済

に
一
筋
の
光
明
が
見
え
始
め
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
地
域
経

済
や
雇
用
は
低
迷
の
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
超
少
子
高
齢

化
と
い
わ
れ
る
状
況
下
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

影
響
、
道
州
制
議
論
な
ど
、
そ

れ
ら
の
方
針
に
よ
っ
て
は
多
大

な
影
響
の
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
の
将
来
展

望
に
幾
多
の
難
問
が
山
積
す
る

状
況
下
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
が
理
事
者
と
の
協

力
関
係
に
加
え
、
善
政
競
争
を

通
じ
て
広
く
皆
様
の
付
託
に
応

え
、
町
の
活
性
化
を
図
る
と
共

に
、
政
策
の
変
更
に
よ
っ
て
生

じ
る
影
響
を
回
避
す
べ
く
、
複

数
の
制
度
設
計
を
関
係
機
関
に

強
く
要
請
す
る
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
議
員
各
位
と
力
を
合
わ

せ
、
名
実
と
も
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
と
し
て
さ
ら
な
る
活
動
の

充
実
と
結
実
の
た
め
に
渾
身
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
ね
て
格
別
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
一
層
の

ご
発
展
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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信頼される議会  信頼される議会  を目指します
平成25年5月9日に開かれた議会臨時会

議　　長
中塚　　寛

副議長
松井　榮治

議会運営委員会
（6人）

委員長 森内　正美
副委員長 新谷　欣也
委 員 小川　宗一
委 員 古石　　實
委 員 今川　直樹
委 員 松宮　史知

■その他委員会■

広報特別委員会
（6人）

委員長 森口　精治
副委員長 今川　直樹
委 員 猿橋　　巧
委 員 浜上　雄一
委 員 猿橋　啓一
委 員 尾谷　和枝

原 子 力 発 電 対 策 特 別 委 員 会
（13人）

委員長 松井　榮治 委 員 今川　直樹
副委員長 中本　　茂 委 員 浜上　雄一
委 員 猿橋　　巧 委 員 猿橋　啓一
委 員 新谷　欣也 委 員 森口　精治
委 員 小川　宗一 委 員 松宮　史知
委 員 古石　　實 委 員 尾谷　和枝
委 員 森内　正美

■ 特 別 委 員 会 ■

嶺南広域行政組合議会
（2人）

若狭消防組合議会
（2人）

公立小浜病院組合議会
（2人）

福井県後期高齢者医療
広域連合議会（1人）

議 員 中塚　　寛 議 員 今川　直樹 議 員 森内　正美 議 員 中塚　　 寛
議 員 松井　榮治 議 員 浜上　雄一 議 員 尾谷　和枝

おおい町監査委員
（1人）

おおい町農業委員会
（2人）

監査委員 古石　　 實 委 員 猿橋　　巧
委 員 小川　宗一

■ 一 部 事 務 組 合 議会等 ■

総 務 常 任委員会
（8人）

委員長 古石　　實
副委員長 浜上　雄一
委 員 猿橋　　巧
委 員 新谷　欣也
委 員 中塚　　寛
委 員 森内　正美
委 員 松宮　史知
委 員 尾谷　和枝

産業建設常任委員会
（6人）

委員長 小川　宗一
副委員長 猿橋　啓一
委 員 中本　　茂
委 員 松井　榮治
委 員 今川　直樹
委 員 森口　精治

予算決算常任委員会
（13人）

委員長 森内　正美
副委員長 新谷　欣也
委 員 猿橋　　巧
委 員 中本　　茂
委 員 松井　榮治
委 員 小川　宗一
委 員 古石　　實
委 員 今川　直樹
委 員 浜上　雄一
委 員 猿橋　啓一
委 員 森口　精治
委 員 松宮　史知
委 員 尾谷　和枝

■ 常 任 委 委 員 会 ■

※ 企業誘致特別委員会の活動は、産業建設常任委員
会が引き継ぎ、これからも取り組んでいきます。
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　第2回臨時会（4月24日）では専決処分の承認2件、工事請負契約の締結2件、
教育委員会委員の任命についてを原案どおり可決しました。第3回臨時会（5月9日）
では議長・副議長選挙を行い、その後、常任委員会委員等を選任しました。
　第4回定例会（6月11日から23日）では、第3セクター等の経営状況報告、条
例の改正及び補正予算など報告7件、議案12件を原案どおり可決しました。また
請願1件と陳情3件を審査し、3件を採択、1件を不採択としました。

　 月
定例会

　    回
臨時会

■
第
２
回
臨
時
会

■
専
決
処
分
の
承
認  ............................

●
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
成
長
と
富
の

創
出
の
好
循
環
を
実
現
す
る
等
の
観
点
、

及
び
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
を
着
実
に

実
施
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
も
の
。

（
全
会
一
致
・
承
認
）

● 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
被
保
険
者
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
に
分
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
か
ら
5
年
間
、
同
世
帯
に
属
す
る

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
保
険
税
が

従
前
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
講
じ
て
い
る

措
置
に
つ
い
て
、
延
長
等
の
見
直
し
を
行

う
も
の
。

（
全
会
一
致
・
承
認
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結  ...................

●
空
調
設
備
改
修
工
事

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
の

改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
、
㈱
荒
木
が

1
億
６
２
２
２
万
5
千
円
で
落
札
し
て
い

ま
す
。

● 

本
郷
小
学
校
校
舎
・
給
食
講
堂
耐
震
補

強
工
事

　

本
郷
小
学
校
校
舎
及
び
給
食
講
堂
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
も
の
で
、
㈱
時
岡
組

が
1
億
5
０
６
７
万
5
千
円
で
落
札
し
て

い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■
教
育
委
員
会
委
員
選
任
の
同
意  .........

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
大
塚
光
子
氏
（
岡

田
）
を
再
任
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
同
意
）

■
第
3
回
臨
時
会

■
議
長
・
副
議
長
等
を
選
挙

　

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
嶺
南
広
域
行

政
組
合
議
会
議
員
等
の
選
挙
を
実
施
し
た

も
の
で
、
議
長
に
中
塚
寛
議
員
、
副
議
長

に
松
井
栄
治
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

■
常
任
委
員
会
委
員
等
の
選
任  ............

　

任
期
満
了
に
よ
る
委
員
会
委
員
等
の
選

任
を
行
う
も
の
。

■ 

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
の
委
員

定
数
の
変
更  ................................

　

同
委
員
会
の
委
員
を
7
名
か
ら
13
名
に

変
更
す
る
も
の
。

※ 

詳
し
く
は
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
第
４
回
定
例
会

■
報
告
事
項  ....................................

　

町
か
ら
議
会
に
次
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

● 

平
成
24
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

● 

お
お
い
町
が
関
連
す
る
4
株
式
会
社
、

1
財
団
法
人
、
1
公
社
の
経
営
状
況

　

・
㈱
お
お
い

　

・
㈱
名
田
庄
商
会

本 郷 小 学 校
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・
わ
か
さ
大
飯
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
㈱

　

・
㈱
名
田
庄
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

・
公
益
財
団
法
人
グ
リ
ー
ン
大
飯
農
業

公
社

　

・
お
お
い
町
土
地
開
発
公
社

■
条
例
の
制
定  ................................

● 

お
お
い
町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

東
日
本
大
震
災
復
興
等
に
伴
う
臨
時
の

特
例
措
置
と
し
て
、
平
成
26
年
3
月
31
日

ま
で
の
間
、
一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当

等
の
減
額
改
定
を
行
う
も
の
で
、
期
末

手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
・

９
６
％
減
額
す
る
も
の
。

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

■
条
例
の
一
部
改
正 ..........................

● 

お
お
い
町
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
賑
わ
い
創

出
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
賑
わ
い
創
出
施
設
に

設
置
す
る
記
念
撮
影
装
置
の
利
用
料
金
の

上
限
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

お
お
い
町
地
域
食
材
供
給
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
食
材
供
給
施
設
「
そ
ば
処
よ
っ

て
っ
亭
」
を
よ
り
適
正
な
管
理
を
す
る
た

め
、
利
用
料
金
等
の
規
定
の
見
直
し
等
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

お
お
い
町
頭
巾
山
青
少
年
旅
行
村
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

頭
巾
山
青
少
年
旅
行
村
に
あ
る
施
設
を

よ
り
適
正
な
管
理
を
す
る
た
め
、
駐
車
場

利
用
料
金
の
規
定
の
見
直
し
や
設
置
施
設

の
明
確
化
等
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■
条
例
の
廃
止  ................................

● 

旧
名
田
庄
村
奨
学
資
金
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
貸
与
資

金
の
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　

平
成
24
年
度
末
を
も
っ
て
す
べ
て
の
貸

与
資
金
の
返
還
が
終
了
し
、
条
例
の
目
的

を
達
し
た
こ
と
か
ら
、
同
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

■
平
成
25
年
度
6
月
補
正  ...................

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

所
要
の
経
費
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
（
そ
の
1
）
は
、
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

４
６
５
３
万
円
増
額（

全
会
一
致
・
可
決
）

【
主
な
歳
出
】

○ 

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

事
業

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
（
１
面
）
を
整

備
す
る
も
の
。

１
３
０
万
円

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
す
る
た
め
に
（
ニ
ー
ズ
調
査
等
業
務
）

業
務
委
託
等
す
る
も
の
。

２
２
０
万
円

○
農
業
用
燃
油
救
急
対
策
事
業

　

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
等
に
対

し
、
農
業
用
に
供
す
る
機
械
及
び
ハ
ウ
ス

等
施
設
の
軽
油
に
１
㍑
当
た
り
10
円
補
助

す
る
も
の
。

６
０
万
円

○ 

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
分
収
造
林

事
業

　

枝
内
ち
、
ロ
ー
プ
巻
き
を
行
う
も
の
。

６
０
５
万
５
千
円

○
漁
業
用
燃
油
緊
急
対
策
事
業

　

漁
業
及
び
渡
船
業
者
に
対
し
、
漁
業
及

び
渡
船
業
に
供
す
る
船
舶
の
軽
油
等
に
１

㍑
当
た
り
10
円
補
助
す
る
も
の
。

１
０
０
０
万
円

そば処よってっ亭

頭巾山青少年旅行村（バーベキューハウス）
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お
お
い
町
が
出
資
す
る
株
式
会
社
の
平
成
24

年
度
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
総
体
的
に
営
業

収
益
は
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
要
因
は
嶺
南

地
域
一
帯
に
及
ぶ
景
気
の
低
迷
が
影
響
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
益
や
雇
用
ば
か
り

と
は
言
え
な
い
状
況
も
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。㈱

お
お
い
は
概
ね
前
年
度
並
の
収
益
を
確
保

し
ま
し
た
が
、
委
託
料
、
補
助
金
共
に
費
用
対
効

果
の
面
か
ら
の
成
果
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
度
か
ら
新
た
に
、
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ

と
み
ど
り
の
広
場
の
施
設
運
営
が
加
わ
り
、
地
域

活
性
化
へ
更
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

㈱
名
田
庄
商
会
は
全
部
門
で
マ
イ
ナ
ス
損
益

と
な
り
、
会
社
全
体
で
多
大
な
損
失
を
計
上
し
、

緊
急
に
1
０
０
０
万
円
の
融
資
を
受
け
て
い
ま

す
。
5
ヶ
年
の
改
善
計
画
が
提
出
さ
れ
ま
し
が
、

将
来
の
見
通
し
に
甘
さ
が
あ
り
、
議
会
で
は
理
事

者
に
対
し
て
、
経
営
者
と
し
て
の
認
識
を
問
い
正

し
、
更
に
実
効
の
あ
る
改
善
を
強
く
求
め
ま
し

た
。㈱

名
田
庄
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
は
売
上
高
、

収
益
共
に
前
年
度
を
上
回
る
実
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

各
社
と
も
設
立
に
至
っ
た
背
景
や
経
緯
を
踏

ま
え
た
上
で
、
公
益
法
人
の
果
た
す
役
目
と
採
算

性
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
、
町
民
の
理
解
に
繋

が
る
も
の
で
あ
り
、
一
層
の
経
営
努
力
を
求
め
ま

す
。

おおい町関連3セク会社決算報告
（単位：円）

売 上 高 当期純利益 委 託 料 補 助 金 人員数（人）
㈱ お お い 313,408,404 1,833,194 238,643,810 49,593,108 119
わかさ大飯マリンワールド㈱ 21,917,474 21,906,504 13,387,500 57,231,878 3
㈱ 名 田 庄 商 会 172,476,137 －17,362,103 50,330,475 10,700,000 32
㈱名田庄ウッディセンター 29,415,534 3,414,765 10,585,714 23,940,000 3

○
漁
港
環
境
整
備
事
業

　

あ
か
ぐ
り
海
釣
公
園
転
落
防
止
柵
を
更

新
す
る
も
の
。

５
５
０
万
円

○
企
画
振
興
対
策
事
業

　

名
田
庄
西
谷
地
係
に
あ
る
町
有
地
を
企

業
誘
致
用
地
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
区

画
道
路
や
下
水
道
管
敷
設
等
の
設
計
業
務

を
委
託
す
る
も
の
。

５
３
０
万
円

○
道
路
新
設
改
良
事
業

　

小
堀
線
改
良
の
た
め
物
件
移
転
補
償
等

を
行
う
も
の
。

１
５
７
万
６
千
円

●
特
別
会
計
補
正
予
算

　

所
要
の
経
費
を
追
加
す
る
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
審
議
・
報
告
の
後
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

１
７
１
０
万
円
増
額（

全
会
一
致
・
可
決
）

【
主
な
歳
出
】

○
西
部
地
区
簡
易
水
道
施
設
管
理
事
業

　

奥
名
田
地
域
の
上
水
処
理
を
行
っ
て
い

る
、
西
部
地
区
簡
易
水
道
施
設
の
配
水
地

配
水
流
量
計
の
取
替
工
事
を
行
う
も
の
。

５
０
０
万
円

○
東
部
処
理
施
設
管
理
事
業

　

知
三
地
域
の
下
水
処
理
を
行
っ
て
い

る
、
名
田
庄
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ン

プ
部
品
更
新
お
よ
び
汚
泥
貯
留
槽
水
位
計

取
替
工
事
等
を
行
う
も
の
。

　

７
９
０
万
円

○
医
療
用
機
械
器
具
購
入
事
業

　

大
腸
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
を
更
新
し
、
名

田
庄
診
療
所
に
設
置
す
る
も
の
。

４
１
２
万
７
千
円

■
請
願
・
陳
情 .................................

○ 

非
核
平
和
都
市
宣
言
採
択
に
つ
い
て
の

請
願 

（
賛
成
多
数
・
不
採
択
）

○ 

年
金
２・
５
％
の
削
減
中
止
を
求
め
る

陳
情 

（
全
会
一
致
・
採
択
）

○ 

食
料
・
農
業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
た

要
請 

（
全
会
一
致
・
採
択
）

○ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
食
と
く
ら
し
・
い
の
ち
を

守
る
要
請 

（
全
会
一
致
・
採
択
）

大腸ビデオスコープ

※第３セクターとは
　国や地方公共団体（第一セクター）と民間事業者（第二セクター）との
共同出資で設立された法人のこと。 No.30 おおい町議会だより 0 6
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■平成25年第2回（4月）臨時会　議案審議結果

承認 1
専決処分の承認を求めることにつ
いて（町税条例の一部を改正する
条例）

承　　認

承認 2
専決処分の承認を求めることにつ
いて（国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

承　　認

議案32
工事請負契約の締結について（本
郷小学校校舎・給食講堂耐震補強
工事）

原案可決

議案33
工事請負契約の締結について（空
調設備改修工事） 原案可決

同意1 教育委員会委員の任命について 同　　意

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

尾谷 松宮 森口 猿橋 啓 浜上 今川 森内 古石 小川 新谷 松井 中本 猿橋 巧
議案34 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案46 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
請願 1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　退は退席　　欠は欠席（※中塚寛議長は採決に加わらない。）

■賛否が分かれた議案

■平成25年第4回（6月）定例会　議案審議結果

議案40 平成25年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案41 平成25年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案42 平成25年度簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案43 平成25年度特定環境保全公共下水
道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案44 工事請負契約の締結について（大津呂浄水場配水池整備工事） 原案可決

議案45 工事請負契約の締結について（告知放送システム更改整備工事） 原案可決

議案46 工事請負変更契約の締結について（みどりの広場整備工事） 原案可決

議案47 工事請負変更契約の締結について（漁業集落環境整備工事） 原案可決

請願 1 非核平和都市宣言採択についての請願 不 採 択

陳情 2 年金2.5％の削減中止を求める
陳情 採　　択

陳情 3 食料・農業・農村の発展に向けた要請 採　　択

陳情 4 TPPから食とくらし・いのちを守
る要請 採　　択

発委 1 年金2.5％削減の中止を求める意
見書について 原案可決

発委 2 食料・農業・農村の発展に向けた意見書について 原案可決

発委 3 TPPから食とくらし・いのちを守
る意見書について 原案可決

報告 1 平成24年度一般会計繰越明許費繰越計算書 報　　告

報告 2 ㈱おおいの経営状況報告について 報　　告

報告 3 ㈱名田庄商会の経営状況報告について 報　　告

報告 4 わかさ大飯マリンワールド㈱の経営状況報告について 報　　告

報告 5 公益財団法人グリーン大飯農業公社の経営状況報告について 報　　告

報告 6 ㈱名田庄ウッディーセンターの経営状況報告について 報　　告

報告 7 土地開発公社の経営状況報告について 報　　告

議案34 職員の給与の臨時特例に関する条例の制定について 原案可決

議案35 地域食材供給施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

議案36
うみんぴあ大飯賑わい創出施設の
設置及び管理に関する条例の一部
改正について

原案可決

議案37 頭巾山青少年旅行村の設置及び管理
に関する条例の一部改正について 原案可決

議案38

旧名田庄村奨学資金の設置及び管
理に関する条例の規定に基づく貸
与資金の過措置に関する条例の廃
止について

原案可決

議案39 平成25年度一般会計補正予算（第1号） 原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果
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■ 

県
が
進
め
る
企
業
立
地
用
の
団
地
造
成
支
援
事
業
に

乗
ら
な
い
の
か

町
長 
候
補
地
を
絞
り
事
業
化
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

6
月
定
例
会
で
は
、4
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

問
県
は
今
県
会
で
、
嶺
南
の
市
町
で

５
㌶
以
上
の
企
業
団
地
造
成
の

場
合
の
補
助
率
の
か
さ
上
げ
と
貸
付
金
制

度
創
設
を
提
案
し
た
。
町
の
負
担
が
ほ
と

ん
ど
な
し
に
整
備
で
き
る
と
説
明
し
て
い

る
。こ
の
支
援
事
業
に
町
は
乗
ら
な
い
の
か
。

答
（
町
長
）
う
み
ん
ぴ
あ
へ
の
誘
致

を
優
先
す
る
が
、
新
た
な
産
業

団
地
の
可
能
性
事
前
調
査
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
う
み
ん
ぴ
あ
の
用
地
は
企
業
が
求

め
る
３
㌶
以
上
に
対
応
で
き
な
い
。

今
回
の
県
の
提
案
を
新
聞
記
事
で
見
た
町

民
は
期
待
し
て
い
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

答
（
副
町
長
）
担
当
課
で
候
補
地
4

か
所
の
適
地
調
査
し
な
が
ら
順

次
絞
っ
て
い
く
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
議
会
報
告
会
で
も
企
業
誘
致
は

町
民
の
関
心
が
高
か
っ
た
。
検

討
の
途
中
経
過
は
議
会
に
も
報
告
す
べ
き
。

答
（
副
町
長
）
用
地
買
収
に
関
わ

る
事
な
の
で
慎
重
に
進
め
る
が
、

当
然
議
会
に
も
適
切
な
時
期
に
説
明
す
る
。

■
原
発
事
故
避
難
先
の
兵
庫

県
と
交
流
を
進
め
る
べ
き

副
町
長 
避
難
先
が
決
ま
っ

た
の
で
今
後
検
討
す
る

問
町
民
の
安
心
の
た
め
に
も
、
普

段
か
ら
受
け
入
れ
市
町
村
と
親

善
・
交
流
な
ど
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

30
㎞
圏
内
の
住
民
が
一
斉
に
避
難
す
る
と

混
乱
す
る
が
、
そ
の
方
法
は
。

答
（
副
町
長
）
具
体
的
に
は
こ
れ
か

ら
検
討
す
る
が
、
自
家
用
車
が

中
心
に
な
る
。

問
若
狭
全
域
の
大
規
模
避
難
を
想

定
す
る
と
訓
練
が
重
要
で
は
。

答
（
副
町
長
）
県
主
導
の
避
難
訓
練

が
順
次
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今川　直樹

問
経
営
状
況
が
危
機
的
状
態
に
あ

る
㈱
名
田
庄
商
会
に
多
額
の
補

助
金
を
投
入
す
る
こ
と
を
当
然
と
す
る
の

は
極
め
て
問
題
。
補
助
金
に
頼
ら
な
い
赤

字
脱
却
に
向
け
た
抜
本
的
な
経
営
改
善
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）町
は
生
産
者
育
成
支
援

事
業
補
助
金
と
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
る
。自
社
努
力
で
経
営
改
善
を
行
う

こ
と
が
大
原
則
で
あ
る
が
、経
営
改
善
計

画
期
間
、必
要
最
小
限
の
支
援
を
す
る
。

問
国
の
公
的
支
援
の
考
え
方
で
は

「
単
な
る
赤
字
補
填
を
目
的
に
公

的
支
援
は
行
う
べ
き
で
な
い
」
と
指
導
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
補
助
金
は
赤
字
補
填

で
は
な
い
の
か
。

答
（
副
町
長
）
会
計
上
で
は
赤
字
補

填
と
も
言
え
る
が
、
趣
旨
は
商

品
開
発
等
生
産
者
育
成
支
援
事
業
と
考
え

て
い
る
。

問
今
回
の
予
算
内
容
を
見
て
も
経

費
等
改
善
が
見
ら
れ
な
い
が
、

抜
本
的
経
営
改
善
に
つ
い
て
社
長
と
し
て

の
考
え
は
。

答
（
町
長
）
改
革
し
て
い
く
の
が
私

の
努
め
だ
が
、
社
員
が
持
つ
力

を
発
揮
し
や
す
い
環
境
・
改
革
・
組
織
替

え
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。■

農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
の
将
来
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

副
町
長 

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
か

ら
販
売
競
争
力
を
失
っ
て
お
り
商
品

力
・
各
部
門
の
一
層
の
努
力
が
必
要

問
赤
字
解
消
に
は
農
産
加
工
セ
ン

タ
ー
の
販
売
力
を
上
げ
る
の
が

先
決
。
補
助
金
で
な
く
、
委
託
料
で
販
路

拡
大
に
努
め
て
は
。

答
（
副
町
長
）
あ
り
が
た
い
提
案
で

あ
る
が
、
国
の
補
助
事
業
で
も

あ
り
５
年
間
は
現
計
画
で
い
き
た
い
。

■ 

㈱
名
田
庄
商
会
の
危
機
的
状
況
打
開
策
は

町
長 

改
革
し
て
い
く
の
が
私
の
努
め

古石　　實
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■ 

オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」の 

賑
わ
い
状
況
は

町
長 
順
調
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
が
、こ
れ
か
ら
が
正
念
場

■ 

小
堀
踏
切
等
町
内
５
ヶ
所
の
拡
幅
を

町
長 

通
行
者
の
安
全
確
保
・
利
便
性
向
上
の
た
め
Ｊ
Ｒ
へ
強
く

働
き
か
け
る

■その他の質問
　本郷駅のバリアフリー化、佐分利地区水不足対策、原発の出力変動等の質問を行いました。

問
オ
ー
プ
ン
時
や
休
日
、平
日
は
何

人
の
来
店
者
で
賑
わ
っ
た
の
か
。

答
（
町
長
）
オ
ー
プ
ン
時
は
約
３
９

０
０
人
、
土
・
日
曜
日
は
約
２

７
０
０
人
、
平
日
は
６
０
０
人
か
ら
９
０

０
人
で
、
連
日
町
内
外
か
ら
多
く
の
入
館

者
で
賑
わ
っ
た
。
５
月
30
日
か
ら
６
月
16

日
ま
で
の
合
計
は
２
万
７
７
４
９
人
で
、

１
日
平
均
１
５
４
２
人
で
あ
る
。

問
野
菜
・
食
品
・
工
芸
品
・
テ
ナ

ン
ト
各
部
会
の
販
売
額
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
１
日
の

売
り
上
げ
平
均
額
は
、
野
菜
部

会
約
６
万
７
千
円
、
食
品
部
会
約
17
万
１

千
円
、
工
芸
品
部
会
約
１
万
８
千
円
、
テ

ナ
ン
ト
部
会
の
鮮
魚
は
、約
６
万
１
千
円
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
約
16
万
円
、
ジ
ェ
ラ
ー

猿橋　啓一

ト
ア
イ
ス
約
８
万
７
千
円
。
道
の
駅
全
体

の
売
上
額
は
、
約
１
１
９
５
万
円
、
１
日

平
均
約
66
万
４
千
円
で
あ
る
。

問
う
み
ん
ぴ
あ
内
の
施
設
利
用
で
、

相
乗
効
果
は
現
れ
て
い
る
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
ホ
テ
ル

う
み
ん
ぴ
あ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

利
用
者
、青
戸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
乗
船
者
、

エ
ル
ガ
イ
ア
の
入
館
者
は
、
オ
ー
プ
ン
前

に
比
べ
て
２
倍
程
度
増
え
て
い
る
。

問
地
産
地
消
の
定
着
と
拡
大
を
図

り
、
集
落
の
地
域
力
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課
長
）
地
産
地

消
の
推
進
の
要
は
、「
道
の
駅
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
や
「
道
の
駅
名
田
庄
」

等
で
、
地
産
地
消
を
定
着
・
拡
大
さ
せ
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
直
売
所
を
最
大
限
に

活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
最
重
要
課
題

で
あ
り
、「
お
お
い
町
食
育
・
地
産
地
消

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

猿橋　　巧

問
町
発
展
の
た
め
の
踏
切
の
拡
幅
要

望
は
正
当
性
が
あ
る
。道
路
改
修

の
ネ
ッ
ク
と
な
る
踏
切
の
対
策
を
求
め
る
。

答
（
町
長
）Ｊ
Ｒ
の
方
針
は
、地
上
交

差
に
よ
る
踏
切
改
良
は
原
則
認

め
な
い
。し
か
し
、本
町
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
り
、小
堀
踏
切
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ

に
対
し
粘
り
強
く
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

■
町
長
公
約
の
名
田
庄
地
域

か
ら
の
水
活
用
は
断
念
か

町
長 

企
業
誘
致
の
動
向
に

対
応
し
た
い

問
公
約
実
現
の
た
め
調
査
を
踏
ま
え

た
具
体
的
な
水
活
用
方
針
を
示
せ
。

答
（
町
長
）４
ヶ
年
、３
６
４
８
万
円

か
け
て
調
査
を
行
い
森
町
地
区

で
１
０
３
７
㎥
／
日
の
揚
水
確
保
を
確
認

し
た
が
、こ
の
水
活
用
は
、今
後
の
企
業
誘

致
を
見
極
め
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

問
「
シ
イ
タ
ケ
」
生
産
の
支
援
策
充

実
を
。

答
（
農
林
水
産
振
興
課
長
）
24
年
度

実
績
は
、
13
生
産
組
合
１
法
人

等
で
１
１
４
ト
ン
の
生
産
量
が
あ
っ
た
。

平
成
８
年
よ
り
支
援
策
を
実
施
し
、
更
に

菌
床
単
価
を
安
く
供
給
し
栽
培
指
導
の
強

化
を
行
っ
て
い
く
。

■
発
電
所
は
、活
断
層
の
三
連

動
で
危
険
が
あ
る
の
で
は

企
画
課
長 

規
制
委
員
会
の
確

認
作
業
を
注
視
し
た
い

問
三
連
動
に
対
し
関
西
電
力
は
過
小

評
価
を
し
て
い
る
が
町
の
認
識
は
。

答
（
企
画
課
長
）
規
制
委
員
会
は
、

安
全
性
の
観
点
か
ら
、
可
否
の

は
っ
き
り
し
な
い
も
の
は
連
動
す
る
と
し

て
指
示
を
出
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
町
は
こ
の
議
論
を
注
視
し
て
い
く
。
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原
子
力
発
電
所
敷
地
内

破
砕
帯
の
現
地
視
察

国
内
で
唯
一
運
転
を
続
け
て
い
る
大

飯
発
電
所
３
・
４
号
機
の
冷
却
に
用
い

る
非
常
用
取
水
路
の
直
下
に
Ｆ
６
断
層

と
呼
ば
れ
る
破
砕
帯
（
断
層
）
が
あ
り

ま
す
。
国
は
、
活
断
層
の
上
に
重
要
設

備
を
造
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
断
層
が
活
断
層
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

既
に
調
査
済
み
の
、
台
場
浜
の
地
表

調
査
や
ト
レ
ン
チ
調
査
、
１
・
２
号
炉

背
面
山
頂
付
近
の
ト
レ
ン
チ
調
査
等
を

基
に
、
専
門
家
か
ら
の
意
見
を
徴
収
し

た
結
果
、
更
に
追
加
調
査
が
必
要
と
の

原
子
力
規
制
庁
か
ら
の
指
示
に
よ
っ

て
、
７
月
中
旬
を
目
途
に
原
子
力
規
制

委
員
会
に
報
告
す
べ
く
、
既
に
調
査
工

事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

免
震
事
務
棟
他

緊
急
時
に
対
応
す
る
免
震
事
務
棟
の

建
設
は
原
子
炉
建
屋
か
ら
離
れ
た
協
力

会
社
の
建
物
が
あ
っ
た
付
近
と
し
、
諸

般
の
状
況
か
ら
計
画
を
前
倒
し
し
て
建

設
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
埋
め
立
て
地
エ
リ
ア
の
タ

ン
ク
防
護
壁
の
設
置
状
況
、
取
水
口
エ

リ
ア
の
防
波
堤
嵩
上
げ
工
事
の
状
況
を

視
察
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
研
修
報
告

﹇
研
修
期
日
﹈
平
成
25
年
4
月
4
日

﹇
研
修
場
所
﹈
関
西
電
力
大
飯
発
電
所 

﹇
参
加
者
﹈
委
員
７
人

４
月
24
・
25
日
町
内
４
会
場
で
「
議

会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
日
の
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
参
加

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
は
、
25
年
度
当
初
予

算
内
容
を
中
心
に
報
告
い
た
し
ま
し
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
含
め
て
い
た
だ
い

た
貴
重
な
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
を
各
委
員
会
で
検
討

し
取
り
ま
と
め
て
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

報
告
事
項

　
・
12
、３
月
議
会
の
主
な
議
決
案
件

　

・
議
会
の
動
静

　

・
委
員
会
活
動

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
質
問

﹇
原
子
力
発
電
所
関
連
に
つ
い
て
﹈

　

・
ヨ
ウ
素
剤
の
配
付
先

　

・
原
発
防
災
の
避
難
先

　

・
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
分

　

・
政
府
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向

　

・
原
発
運
転
停
止
の
影
響

　

・
原
発
担
当
部
署
の
創
設

﹇
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
﹈

　

・
議
会
の
テ
レ
ビ
中
継
方
法

　

・
議
会
報
告
会
の
進
め
方

　

・
出
前
懇
談
会
の
進
め
方

　

・
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

﹇
町
行
政
運
営
に
つ
い
て
﹈

　

・
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
の
課
題

　

・
主
要
地
方
道
整
備
の
見
込

　

・
保
育
所
の
委
託
運
営

　

・
漁
船
エ
ン
ジ
ン
更
新
の
補
助

　

・
納
田
終
の
農
業
用
水
路
補
修

　

・
宮
留
防
波
堤
工
事
の
見
直
し

　

・
山
林
間
伐
材
の
処
分

　

・
頭
巾
山
山
頂
施
設
の
補
修

　

・
定
住
促
進
策
の
推
進

　

・
塩
浜
海
水
浴
場
砂
の
飛
沫

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

Report
リポート

防 波 堤

南側トレンチ
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6月23日小浜市で副知事ほか関係者約800
名が参加して、今後強力な運動を展開してい
くと大会決議された。

北陸新幹線若狭ルート
建設促進決起大会開催

引き続き出荷者を募る。研修は、野菜栽培や
食品表示等の講習会を行うほか、2ヶ月に1
回の割合で行う。

出店者の呼びかけ、
研修、道の駅の登録等

1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成24年6月定例会からピックアップしました。

連日、町内外からの多くの人で賑わいを見
せ、ひとまず、順調なスタートが切れた。

道の駅「うみんぴあ
大飯」がオープン

直売所の成功の鍵は、出荷者が多くて、豊富
な品揃えができるかどうかにかかっているが。

（猿橋啓一 議員）

賑わい創出施設
オープンまでの準備は

どうなった?

若狭ルートでは、小浜～大阪間が19分で行き
来できる。若狭地域の未来を拓く画期的な基
盤整備であるが、実現に向けた町長の決意は。

（今川直樹 議員）

北陸新幹線は若狭ルート
で整備されるべき

嶺南の首長は若狭ルートで統一され、今後取
り組んでいくことを申し合わせた。

嶺南首長と連携して
いく

どうなった?
町 長 答 弁

町 長 答 弁
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　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は9月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

委
員
会
の
新
し
い
構
成
が
決
ま

り
、
２
年
間
の
広
報
作
成
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、電
子
媒
体
等
の
発
達
で
、

国
内
の
情
報
や
世
界
中
の
出
来
事

が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
我
々
一
般

人
に
も
大
量
に
入
っ
て
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、
パ

ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
等
、
こ
れ
ま

で
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
情
報
量

に
、
人
々
は
拒
否
反
応
す
ら
起

こ
し
て
い
ま
す
。
議
会
広
報
が
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。住

民
の
方
々
に
必
要
と
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
広
報
と
す
る
た
め
に

は
、
読
者
で
あ
る
皆
様
の
叱し

っ

咤た

激

励
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
声
を

お
届
け
く
だ
さ
い
。

 

（
森
口  

記
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：9月4日から26日まで（23日間）
本会議：議案提案理由説明（4日）、一般質問（12日）、採決（26日）
委員会：総務、産業建設委員会（6日）、予算決算委員会（4日・17日・18日）、原子力委員会（20日）

9月定例会
の予定

　友釣りは釣ろうとする野鮎の縄張り内に、掛針をつけた
オトリの鮎を侵入させ、追い払おうと体当たりしてき
たところを引っ掛ける技法で、南川も6月から8月は
友釣の最盛期です。
今回は、友釣り
に夢中の下森俊
弘さんに同行し

ました。
使用する道具の中で、

特に竿はこだわりが
あるとのことです。約
9mの長さの竿を一日
中扱うので、200gから
250gの軽いものを使っ
ているとのこと。高いも
のでは40万円から60万円
もするものがあるそうで

す。
まず、生けす

からオトリの鮎を購入し、ポイントへ出発です。梅
雨の合間の強い日差しの中でも川原へ降りると涼しい風が心
地よく感じます。
仕掛けにオトリの鮎を付けてそっと流しました。鮎は縄張

り意識が旺盛で、また警戒心も強いため川に入ると忍者のよ
うに動きます。水面に集中していると、一瞬竿を立て左手に
腰のタモを取り出し、竿をひるがえしました。すると水中か
ら2匹の鮎が空中に飛び出し、見事にタモへ取り込まれまし
た。鮎が釣れた瞬間です。素早く丁寧に針を外し、釣れた鮎
をオトリの鮎と交換します。こうして生きの良いものを順に
使うのだそうです。
本格的に友釣りに取り組むようになって7年。初めは竿を

折ったり、川で転んだりと失敗ばかりでしたが、いつも二人
の師匠から励ましてもらい、今日に至ったそうです。
シーズンに入ると休みの日は早朝から夕方まで没頭される

とのことです。
（森口  記）

友 釣りにはまっています

布でできた絵本を自分たちの手でも作ってみたいと
思い、2006年10月に名田庄図書館ボランティアとし
て結成されました。
紙とは違う布の温かみや手触りなどを子ども達

に伝えたくて、布やフェルトで本やおもちゃを作っ
ています。
毎月第2月曜日の午後1時30分から4時まで名田庄図書館

で手芸好きや絵本好き8人が集まって活動しています。
私達が作っている布絵本は、動かすことができる絵本です。

なかでも車を押すと、音が出たりボタンやファスナーの細工
があったり、マジックテープで脱着できるものは子ども達に
人気です。いくつかの布絵本を組み合わせて遊んでいる姿を
みると、作り手としてすごくうれしくなります。
作って感動! 遊んでもらって感動!
この繰り返しで今に至っております。
今は、名田庄図書館にある『おはなしのへや』に、30点ぐ

らいの作品があり、大勢の親子が楽しんでくれています。
もっともっとたくさんの布絵本を作りたいので、会員さん

を募集しています。縫いものが苦手な方でも、来て、おしゃ
べりしているうちに、素敵なアイディアが出ることもありま
す。
ぜひ一度名田庄図書館へ見に来てくださいね。

代表　木戸口 和代 さん布絵本の会「みみちゃん」 下森　 俊弘 さん名田庄口坂本

親 子に笑顔を！
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特に特にに竿竿竿竿竿
あるあるあ とと
9m9 の
中扱う
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議会だより№29輝く人のコーナーで、「新鞍の大滝」の所在地を久保と記載
しましたが、正しくは川上です。お詫びして訂正いたします。 No.30 おおい町議会だより 1 2


